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　今年も生活困窮者自立支援全国研究交流大会が始まり

ます。

　大会の皮切りとなる第一部シンポジウムでは、大会趣

旨にも掲げた「多重不安」というべき時代において、根

幹をなす生活困窮者自立支援制度を駆使して伴走型支援

に取り組んでいる実践者にご登壇いただきます。

　実践者の経験から、つながり、当事者に寄り添い、制

度を駆使して当事者とともに目標へと向かうなかで、そ

れぞれが展開される地域のなかの「場」の意義やあり方

についても語り、深め合います。孤独や孤立を解消して

地域共生社会へ向かう多様な支援のあり方を考えます。

（企画担当者：宮本太郎）
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　第二部シンポジウムでは、2021年10月からスタートし

た生活保護法と生活困窮者自立支援法の次期法改正に向

けた検討のなかで大きくクローズアップされた両制度の

連携のあり方を、ご一緒に考えていきたいと思います。

　2021年に『生活保護解体論』を出版され注目を集めた

岩田正美先生には、生活保護制度の本質的な問題等をお

話いただきます。奥田知志代表理事には両制度の連携の

現状と課題、米田隆史室長には両制度の連携に関する論

点、池谷秀登先生には生活保護におけるケースワークの

あり方をご発題いただき、それをふまえて、今後の新た

な連携のあり方を展望していきます。皆さま、ぜひご参

加ください。

（コーディネーター：新保美香）
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「生活保護制度と生活困窮者自立支援制度の新たな連携」
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ご参加の前に
ぜひご一読ください！


